
まえがき

　本書は、企業や特許事務所に所属する外国特許出願の実務者を対象にして、
欧州特許出願に係る基礎情報に容易にアクセスし得るとともに、「手頃なテキ
スト（教科書）」としても利用可能となる書籍を想定して編集しています。さ
らに、その使用方法として推奨するのは、まず、携帯容易という本書の特徴
（サイズ、価格等）を生かして座右の書として携帯し、機会を見て本書全体を
一気に読んでしまうことです。また、日々の業務の中でこの種の基礎知識につ
いて疑問に感じるようなことがあれば、特定のトピックを構成する幾つかの基
礎知識を選んで熟読することにより、本書が提示している欧州特許実務に係る
知識を深く読み取る、ということも可能でしょう。

　この種のテキスト（教科書）において（欧州特許出願に関する参考書や専門
書等も同様ですが）、一旦、法律改正や実務変更が生じると、程なくそのテキ
ストがカバーすべき法律改正や実務変更の内容について簡単な解説が提供さ
れます。種々の変更が数年ごとに発生する場合、本書のようなテキストを定期
的に発行することにより、欧州特許出願に関する知識の体系的な理解に大いに
役立つものと思われます。

　この点に関し、本書は既に欧州特許出願実務に関する基礎知識を広くカバー
するとともに、必要であればテキストに記述された事項については、関連する
基礎知識を提示しています。このような事情から明らかなように、弊所（弁理
士法人酒井国際特許事務所）も過去において欧州特許出願の関連書籍をシリー
ズ化して刊行していましたが、今や上記のような目的のためだけに同じよう
な頻度で類似の記述内容を有するテキストを再発行するメリットは少ないと
思われます。
　このような事情であれば、記載項目をできるだけ絞り込みつつ、更に類似し
た表現を持つ長文の繰り返しを避けることにより、手頃なテキストならば自分
専用のテキストとして、本書を手元に保有することができるでしょう。
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　なお、本書は、企業若しくは特許事務所に所属する外国特許出願の実務者に
とって、必要とされる出願実務に関わる事項に絞って解説を加えているので、
場合によっては物足りない印象を受けるかもしれません。そのような場合は、
既に多く発信・刊行されている関連の諸情報・書籍に直接当たっていただきた
いと思います。

　また、2023年６月にスタートした単一効特許制度については、そのための別
の章（第２章）を新たに起こし、最新かつ詳細な実務情報を分かりやすく解説
しています。さらに、今回も新たな編集協力者の参加を得て記述内容を精査し、
テキストとしての読みやすさにも配慮しました。なお、可能な限り正確な情報
を挙げるように十分注意しましたが、浅学・誤解などに起因して誤記や説明不
足があるかもしれません。あらかじめ御叱正を請う次第です。

　なお、当初、本書は2017年に発行した『新 欧州特許出願実務ガイド』の改
訂版として「一般財団法人経済産業調査会」から刊行する予定でしたが、同調
査会の解散に伴って出版業務が「一般社団法人発明推進協会」に移管されたた
め、途中からの編集作業も含め、発明推進協会の関係各位には大変お世話にな
りました。本書を出版するに当たり、弊所関係者、出版元関係者等々、多くの 
人々の協力や支援を得ました。特に本書の内容のベースとなる説明項目を「普
通の日本語」を使用して解説原稿を作成した編集協力者と、作成された解説原
稿の正確性を精査した査読担当者からは一方ならぬ協力・支援を得ました。こ
こに深く感謝する次第です。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 2025年 ６ 月 １ 日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　弁理士法人酒井国際特許事務所
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　所　長
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 弁理士　高村　順



●�「基礎編」「理論編」「実務編」の三部構成を廃止し、旧版は全 12 章でしたが、
新版では全 10 章というシンプルな構成にしました。

● �2023年６月にスタートした単一効特許制度について、新版では新章（第２章）
として盛り込み、最新かつ詳細な実務情報を解説しています。

●�出願時の手続と方式審査（第４章）について、図表を増やし、できる限りシ
ンプルな説明を試みました。実務で活用できるよう、より実践的な内容とな
っています。

●�審査請求、サーチレポート、許可通知等の対応において、適切な判断が求め
られる場面についても、クリアで分かりやすい説明を企図して執筆しました。

●�今回の新版は新たに多数の編集協力者を迎えて記述を精査し、より充実した
内容となりました。制度の大枠についての説明も理解しやすいものとするた
め、全体的に図表を多用しました。また、旧版よりページ数をスリム化して
おり、「手頃なテキスト」として携帯しやすい書籍となっています。

　・条約　　　   ➤  EPC1条
　・規則　　　   ➤  規則 3（1）
　・審査ガイド   ➤  GL．G-Ⅱ，4.2（審査ガイド G部Ⅱ章項目 4．2）
　・審決集　　   ➤  Case　law．Ⅳ．C．2．1．6（審決集Ⅳ章 C節 2．1．6項）

『新　欧州特許出願実務ガイド』からの主な改訂事項

『NEW 欧州特許出願実務ガイド』の注記
　本文中において、条約、規則、審査ガイドラインの特定の条文・項目
などを指定する場合、以下のように表記している。
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